
《
第
116
回
》 

令
和
五
年
二
月
の
作
品 

 
〈
二
月
十
日
（
金
） 

於
・
文
京
区
民
セ
ン
タ
ー
３
E
〉 

 

赤
彦
の
歌
つ
ぶ
や
き
て
春
を
待
つ 

（
芙
紗
） 

ぐ
う
た
つ
ち
い
ざ
出
陣
の
受
験
生 

（
貴
美
） 

青
空
に
梢
ひ
ろ
げ
て
冬
け
や
き 

（
隆
治
） 

凍
て
る
朝
ラ
ジ
オ
の
歌
は
「
春
よ
、
来
い
」 

（
孝
昭
） 

句
会
が
あ
る
と
言
ふ
こ
と
だ
け
で
あ
た
た
か
し 

（
清
助
） 

昭
和
歌
謡
コ
ン
サ
ー
ト 

梅
咲
く
や
昭
和
の
歌
に
老
ひ
忘
れ 
（
正
佳
） 

手
を
つ
な
ぐ
園
児
ら
の
列
春
を
待
つ 
（
平
六
） 

廃
墟
跡
に
生
命

い
の

ち

を
示
す
初
蒲
公
英 

（
奉
男
） 

駿
河
湾
に
沈
む
夕
陽
や
鳥
雲
に 

（
一
江
） 

雪
の
宵
妻
は
夕
餉
の
支
度
か
な 

（
前
歩
） 

春
う
ら
ら
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
生
で
聴
く 

（
正
雄
） 

 
 
 

 
 
 

 

  
 
 
 
 
 

  
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 


